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〈編集後記〉 
月報 584 号をお届けします。本号は愛媛調査の特集号です。愛媛調査はもともと 2011 年 3
月 13～16 日に予定されておりました。しかし 11 日の東日本大震災の直後に、この調査の中止
を決定しました。しかし、関係各位にはお世話になったこともあり、この企画を復活したい希
望も各方面から寄せられましたので、この 9 月に実施しました。ここで関係各位に、改めて感
謝申し上げます。とりわけ、松山大学の鈴木茂教授また愛媛信用金庫、信金中央金庫経済研究
所の方々には厚くお礼申しあげます。 
この調査で得られた知見の大きさから、この次の調査も四国にすべく計画され、この 2 月 14
～17 日にかけて香川調査を実施したばかりです。四国が全国の中でも高齢化、空洞化等が進み、
その分地域活性化にいち早く取り組んでいる先進地域であり、そのことが愛媛調査で確認され、
次回調査先を香川にした次第です。今回の月報で[論文]、[エッセー]、[ヒアリング報告]の柱を
設定した理由について少し触れておきます。実は今回、調査先は月報ですべて触れる方針でお
りました。同様に内子町では民宿に分宿することになったので宿泊した民宿についてすべて感
想を記して貰う方針でしたが、宿泊記を律儀に提出されたのは樋口所員と町田所長だけでした。
また調査先についてもすべて触れることができず、そのことに忸怩たる思いをされた所長が奮
闘されました。香川調査ではこの轍を踏まぬよう、調査時に執筆分担を決めており、次回の特
集号にご期待ください。なお、私の拙稿には｢株式会社まさき村」代表取締役の三好茂氏のご回
答を、ご了解を得て［資料］としてそのまま掲載いたしました。このご回答がメインディッシュ
で、私の拙稿はこの引き出し役ですので（宮嵜晃臣）。 
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